


妖 怪 一 家 九 十 九 さ ん じっけん きみの探知器 タ イ ム チ ケ ッ ト
よ う か い つ く も た ん ち き
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大 勢の妖 怪が住む化野原に、団地が 人の身体には、色んな探知器があります。 マサオは、めずらしい電車のキップを集
おおぜい ようかい あだしのはら だ ん ち た ん ち き

作られ始めました。妖 怪を代表してヌ 例えば、味の探知器。味は舌で感じますが、 めることが趣味で、昭和４４年４月４日の
ようかい た ん ち き した し ゆ み

ラリヒョンが、工事の中止を求めて市役 目かくしをして、鼻をつまんでジュースを飲 キップがほしくてたまりません。ある日、

所に行きました。すると、担当者から、 むと、リンゴやオレンジなどの味の違いがわ マサオは、未来や過去へ時間旅行ができる
たんとうしや ちが か こ

妖 怪達も、団地に住むことを提 案されま かりにくくなります。でも、目かくしをしても 「タイムチケット」と書かれた紙を拾いま
ようかい だ ん ち ていあん

した。そこで、ヌラリヒョンは、団地の においをかげばわかります。においも味として す。試しにその紙に、昭和４４年４月４日
だ ん ち

地下に、ろくろっ首など７人で、家族のように住む 感じているのです。耳や目、皮ふなどの探知器の の日付を記入してみると…。マサオはキッ
た ん ち き

ことにしました。 働きを、実験で試してみましょう。 プを手に入れられるでしょうか？

赤 い カ ブ ト ム シ ユ ウ キ
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５年生の 茂 の趣味は昆 虫 採 集 です。 ケイタは、転校・転入の出入りが多
しげる し ゆ み こんちゅうさいしゅう

夏休みの終わりに、公園のクヌギの木で い小学校に通っています。ケイタが入

あざやかな赤い色をしたオスのカブトム 学して以来、親友になった転入生の名

シを見つけました。図鑑にものっていな 前は、不思議なことに３人ともユウキ
ず か ん

いこのムシは新種かも？オスとメスが でした。でも、みんな仲良くなっても、

そろうと新種とみとめてもらえるので、 ２０２５年 また転校していってしまいました。そ

６年生になった 茂 は赤いカブトムシの して、６年生になってユウキという名
しげる

メスを探し始めます。 ５・６年生用 前の転入生が来ることを期待しているケイタの前に、
さが

４人目のユウキが 現 れました。
あらわ

黒ねこの王子カーボネル チョコレート工場の秘密 雨 や ど り は す べ り 台 の 下 で
ひ み つ
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10才の女の子ロージーは、夏休みに チャーリーは家がとても貧 乏で、いつも スカイハイツの子ども達が、公園で野球を
びんぼう

なっても出かける予定がありません。 おなかをすかせていました。家の近くには、 していると、同じマンションの無口でいつも
む く ち

そこで、そうじの仕事をしようと、ほ ワンカ氏の、世界一大きいチョコレート工 黒い服を着たおじさん、雨森さんが通りかか

うきを買いに市場へ行き、魔女のほう 場があります。でも、そこで働く人が出入 りました。雨森さんがカサを開いたとたん、
ま じ よ

きと黒ねこを手に入れました。黒ねこは りするのを、だれも見たことがありません。 雨がふりだし、子ども達は、大きなすべり台

魔女にさらわれたねこの国の王子で、 ある時、ワンカ氏はチョコレートに入っている のトンネルに逃げ込みました。一 郎の「あの
ま じ よ に こ いちろう

逃げられないように魔法がかけられていました。 金色の券を当てた５人の子どもを工場見学に 招 待し、一生 ひと、やっぱり魔法つかいなんだよ」という
に ま ほ う けん しょうたい ま ほ う

ロージーは、何とか、その魔法を解こうと決心します。 分のお菓子を贈ると発表します。 発言から、子ども達は、自分が体験した雨森さんについての
ま ほ う と か し おく

不思議な話を語りだします。


